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（ご案内）日本学術会議・安全工学シンポジウム 
（技術部会リスクセンス推進研究分科会） 

 

来る 6月 25 日（木）日本学術会議の「安全工学シンポジウム 2026」で、DF 会員３名が発表致しま
す。是非、多くの方に会場にお越し頂きたく、ご案内申し上げます。 
  
技術部会およびガバナンス部会では、長年、健全な組織運営の手法の研究を推進しており、今回は、
業種を超えて活用してほしい組織運営法について発表致します。 
  
シンポジウム（セッション）： 
＜新しい安全工学の体系＞の考え方に沿ったマネージメント手法の１提案  
●提案する安全マネジメントの仕組みと手法とは（中田邦臣） 
●経営者主導の不祥事防止（西村二郎） 
●進化するコーポレートガバナンス 社外取締役に期待される経営の監督とその効果（柳澤達維） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

なお、3名の発表する内容を織り込んだ、研究成果の実装の為のプロジェクトを、シンポジウム終了



後、発足させる検討が始まっており、このプロジェクトに、多くの方が参加されることを期待して
います。 
  

◇ ◇ ◇ 
 

  

日 時：6 月 25 日（木）10:00―11:40（シンポジウムは、ハイブリッド方式で実施） 
主 催：日本学術会議 総合工学委員会・機械工学委員会合同 
   工学システムに関する安全・安心・リスク検討分科会 
共 催：幹事学会を含めた約 30 学協会  
場 所：日本学術会議 6階 6-C（1) (2)会議室 
   （東京都港区六本木 7-22-34）  
   （東京メトロ千代田線「乃木坂」駅 ５出口 徒歩 2 分） 
  
なお、日本学術会議は、6 月24日～26日の 3 日間開催されています。  

 

  

なお、日本学術会議は、6 月24日～26日の 3 日間開催されていますので、 
以下のリンクを参照して、参加申込のページから事前登録をしてください。 
  
タイムテーブル | 安全工学シンポジウム 2026 
  
プログラム | 安全工学シンポジウム 2026 
  
安全工学シンポジウム 参加申込ならびに PDF 版講演予稿集申込 
  
参加申込の欄には、（一般）講演参加申込みのみ（無料）をクリックする。 
日本学術会議の会議室での参加と Zoomでのハイブリッド方式。 
Zoom で参加の方は、講演前にハイブリッド用の Zoomアドレスが送られます。 

以 上 
 

   

 

https://www.anzen.org/html/table.html
https://www.anzen.org/html/program.html#OS6
https://www.gakkai-web.net/p/anzen/reg/new2.php

